
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
３
５
回 

 

熊
野
修
験
春
峰
（
玉
置
山
→
前
鬼
）
サ
ポ
ー
ト
と
ト
レ
ラ
ン
支
援 

 

◇
実
施
日 

 

５
月
１
３
日
（
土
）、
１
４
日
（
日
） 

 

雨 

◇
参
加
者 

 

生
熊
敏
男
、
畑
林
秀
味
、
梶
野
照
雄
（
泊
３
名
） 

松
本
吉
殖
、
阪
口
雄
二
、
中
前
偉 

（
日
帰
り
３
名
） 

 

【
行
仙
宿 

５
月
１
３
日
（
土
） 
雨
】 

 

午
前
１
０
時
４
５
分
に
登
山
口
に
着
く
。
殆
ど
の
人
は
集
ま
っ
て
い
た
が
、

今
日
、
明
日
の
弁
当
を
運
ん
で
い
る
車
が
到
着
せ
ず
、
１
１
時
を
過
ぎ
て
や
っ

と
到
着
し
た
。
小
雨
が
降
り
出
し
た
の
で
、
昼
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
登
る
予
定

だ
っ
た
の
を
小
屋
迄
行
っ
て
昼
食
に
変
更
し
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
荷
物
を
積
ん
で

ス
タ
ー
ト
す
る
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
で 

 
 

 
 
 

 

弁
当
を
運
ぶ 

 
 

 
 
 

玄
関
に
雨
除
け 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
手
分
け
し
て
荷
物
を
運
ぶ
。
１
１
日
と
は
違
っ
て
重
い

物
が
無
い
の
で
雨
の
中
で
も
普
通
に
歩
く
こ
と
が
出
来
る
。 

１
２
時
を
少
し
過
ぎ
て
小
屋
に
到
着
。
荷
物
を
整
理
し
た
り
、
玄
関
前
に
シ
ー

ト
を
張
っ
た
り
の
作
業
を
行
う
。
１
２
時
４
０
分
か
ら
昼
食
を
摂
る
。 

１
時
間
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
し
、
日
帰
り
の
人
が
下
山
を
始
め
る
。 

 
 

 
 

 

日
帰
り
組
下
山 

 
 
 

「
カ
マ
ド
」
を
試
す 

 
 
 

 
 

一
行
到
着 

雨
は
徐
々
に
強
く
な
っ
て
、
春
峰
一
行
の
到
着
も
遅
れ
そ
う
だ
。 

午
後
３
時
頃
か
ら
先
日
購
入
し
た
「
カ
マ
ド
」
で
薪
を
燃
や
し
て
み
る
。 

開
口
部
が
大
き
い
た
め
か
着
火
は
ス
ム
ー
ズ
で
燃
焼
も
よ
い
。
上
に
鉄
筋
を
渡

し
て
ヤ
カ
ン
を
置
い
て
み
た
ら
短
時
間
で
沸
騰
し
た
。 

午
後
４
時
過
ぎ
か
ら
数
名
が
笠
捨
山
方
向
に
出
迎
え
に
行
く
。
大
峰
八
大
金
剛

童
子
の
石
碑
ま
で
登
っ
た
が
、
ま
だ
到
着
ま
で
し
ば
ら
く
か
か
り
そ
う
な
の
で

小
屋
に
戻
っ
た
。
小
屋
に
戻
る
と
法
螺
の
音
が
複
数
聞
こ
え
て
勤
行
し
て
い
る

ら
し
く
、
も
う
す
ぐ
到
着
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。 

 

午
後
５
時
過
ぎ
、
ス
ペ
イ
ン
人
２
名
を
先
頭
に
春
峰
の
一
行
が
到
着
し
た
。 



 
 

 
 

 

春
峰
一
行 

 
 

 
 
 

 

お
堂
で
勤
行 

 
 

 
 
 

 

夕
食 

お
堂
で
勤
行
の
後
、
閼
伽
行
と
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
置
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
取
り
に
向
か
う
。
中
前
、
阪
口
の
２
名
と
ス
ペ
イ
ン
人
２
名
は
こ
こ
か
ら

下
山
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
人
２
名
は
ス
ペ
イ
ン
の
テ
レ
ビ
局
関
係
者
で
、
道
と
し

て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
」

と
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
制
作
の
為
、
奥
駈

道
を
取
材
し
て
い
る
ら
し
い
。 

 

小
屋
に
戻
っ
て
着
替
え
、
夕
食
を
摂
る
。
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
付
け
た
フ
ェ

ン
ス
が
活
用
さ
れ
た
が
、
１
４
人
の
人
数
で
は
と
て
も
足
り
ず
、
ハ
ン
ガ
ー
が

足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は
ハ
ン
ガ
ー
の
数
を
増
や
し
、
雨
の
日
は

扇
風
機
も
用
意
し
て
出
来
る
だ
け
乾
燥
に
努
め
た
い
。 

３
０
分
ほ
ど
で
夕
食
を
終
え
、
毛
布
を
出
し
て
寝
床
の
準
備
を
す
る
。
午
後
８

時
に
消
灯
予
定
を
告
げ
、
真
っ
暗
な
中
を
下
山
し
た
。
宿
泊
人
数
が
多
い
の
で

登
山
口
に
停
め
た
車
で
就
寝
。
夜
中
屋
根
を
叩
く
雨
の
音
で
何
度
も
目
が
覚
め

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

10

：45

補
給
路
登
山
口
→12

：20

行
仙
宿19

：15

→19

：50

補
給
路
登
山
口 

 

【
行
仙
宿 

５
月
１
４
日
（
日
） 

雨
】 

午
前
５
時
に
起
き
て
車
内
を
片
付
け
る
。
６
時
前
、
そ
ろ
そ
ろ
登
り
始
め
よ
う

と
思
っ
て
い
る
と
角
君
が
空
の
ポ
リ
タ
ン
ク
１
０
個
を
手
に
階
段
を
降
り
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
持
経
宿
へ
ま
わ
る
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

雨
の
朝 

 
 
 

 
 
 

エ
ン
ジ
ン
停
止 

 
 

 
 

こ
こ
か
ら
歩
く 

６
時
過
ぎ
に
モ
ノ
レ
ー
ル
で
登
り
始
め
る
。
第
一
ベ
ン
チ
か
ら
伸
び
る
作
業
道

の
手
前
で
突
然
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
、
何
度
セ
ル
を
回
し
て
も
始
動
し
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
上
の
作
業
道
ま
で
は
約
２
０
ｍ
、
こ
の
場
所
は
何
度
も
上
り

下
り
し
て
い
る
の
で
雨
の
中
で
も
不
安
は
無
い
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ブ
レ
ー
キ
を

確
か
め
、
笠
を
さ
し
て
歩
い
て
行
仙
宿
に
向
か
う
。 

午
前
７
時
前
に
行
仙
宿
着
。
熊
野
修
験
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん
は
帰
り
支
度
を
始



め
て
い
た
。
余
っ
て
い
た
サ
ト
ウ
の
ご
は
ん
を
頂
き
、
管
理
棟
で
朝
食
を
摂
る
。 

今
日
帰
る
生
熊
さ
ん
等
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル
エ
ン
ジ
ン
不
調
を
伝
え
た
。 

 
 

 
 

 

帰
り
支
度 

 
 

 
 
 

静
岡
の
ラ
ン
ナ
ー 

 
 
 
 

 
下
山
開
始 

 

全
員
が
下
山
し
、
小
屋
に
は
私
と
昨
日
か
ら
雨
で
停
滞
し
て
い
る
逆
峰
登
山

者
の
２
名
が
残
る
だ
け
と
な
っ
た
。
外
気
温
は
昨
日
か
ら
ず
っ
と
１
２
℃
で
、

か
な
り
寒
い
。
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
て
ト
レ
ラ
ン
の
通
過
を
待
つ
。 

午
前
８
時
過
ぎ
に
一
人
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
が
着
い
た
。
数
年
前
に
槍
ヶ
岳

の
靡
看
板
設
置
の
際
、
偶
然
通
り
か
か
っ
た
３
人
の
内
の
一
人
で
、
ト
レ
ラ
ン

の
大
会
と
は
関
係
な
く
同
じ
日
に
走
っ
て
い
る
ら
し
い
。 

寒
い
の
で
コ
ー
ラ
は
無
用
、
暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
と
大
変
喜
ば
れ
た
。 

こ
の
ラ
ン
ナ
ー
は
静
岡
県
の
人
で
、
大
峰
山
脈
が
好
き
で
何
回
も
来
て
い
る
ら

し
い
。
今
日
は
天
候
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
く
な
い
の
で
玉
置
神
社
か
ら
十

津
川
に
降
り
る
と
話
し
て
い
た
が
、
後
日
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト

で
は
、
本
宮
ま
で
走
り
切
っ
た
よ
う
だ
。 

２
０
分
ほ
ど
ス
ト
ー
ブ
に
近
い
場
所
で
休
憩
し
、
雨
の
中
を
走
り
去
っ
た
。 

 

こ
れ
以
後
に
ラ
ン
ナ
ー
は
通
過
せ
ず
、
午
前
１
１
時
過
ぎ
に
下
山
を
始
め
た
。 

第
一
ベ
ン
チ
か
ら
作
業
道
を
経
て
、
止
ま
っ
た
モ
ノ
レ
ー
ル
に
向
か
う
。 

何
度
か
セ
ル
を
回
し
た
が
エ
ン
ジ
ン
は
始
動
し
な
い
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
よ
う

か
と
も
考
え
た
が
、
林
道
ま
で
の
距
離
は
１
０
０
ｍ
ほ
ど
。
ギ
ヤ
を
前
進
に
し

た
ま
ま
で
そ
っ
と
ブ
レ
ー
キ
を
解
除
す
る
。
下
り
の
惰
性
で
モ
ノ
レ
ー
ル
は
降

り
て
い
く
が
、
３
秒
く
ら
い
で
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
く
る
。
２
秒
く
ら
い
で

停
止
し
、
完
全
に
停
止
す
る
の
を
確
認
し
て
ま
た
２
秒
下
る
。
を
繰
り
返
し
１

５
分
か
け
て
林
道
ま
で
降
り
た
。 

 
 

 
 

 

停
止
位
置
ま
で
歩
く 

 
 

な
ん
と
か
林
道
へ 

 
 
 

 

き
な
り
の
湯 

車
で
池
原
ま
で
降
り
、
き
な
り
の
湯
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
、
温
泉
に
入
っ

て
温
ま
る
。
駐
車
場
で
角
君
の
車
と
出
会
っ
た
。
持
経
宿
か
ら
戻
っ
て
き
た
ら

し
い
。
同
じ
よ
う
に
温
泉
と
食
事
の
あ
と
前
鬼
に
向
か
う
そ
う
だ
。
昨
夜
は
殆

ど
寝
て
い
な
い
の
で
前
鬼
に
行
っ
て
車
の
中
で
眠
る
そ
う
だ
。 

午
後
２
時
前
に
き
な
り
の
湯
を
出
て
前
鬼
に
向
か
う
。
小
仲
坊
に
は
車
が
た
く

さ
ん
停
ま
っ
て
い
た
。 



 
 

 
 

 

小
仲
坊
へ 

 
 

 
 
 

 
 

小
仲
坊 

 
 
 

 
 
 

到
着
を
待
ち
受
け
る 

宿
泊
所
に
は
熊
野
修
験
サ
ポ
ー
タ
ー
と
持
経
宿
で
リ
タ
イ
ヤ
し
た
３
人
の
行

者
が
待
っ
て
い
た
。
田
代
君
が
出
迎
え
に
太
古
の
辻
へ
登
っ
て
行
っ
た
。
一
時

間
ほ
ど
し
て
坂
口
さ
ん
が
到
着
し
、
同
じ
く
太
古
の
辻
を
目
指
し
た
。
暫
く
待

っ
て
い
た
が
到
着
が
午
後
７
時
頃
に
な
る
よ
う
な
の
で
、
午
後
４
時
過
ぎ
に
小

仲
坊
を
後
に
し
て
帰
途
に
着
い
た
。
帰
り
道
、
川
上
村
付
近
で
一
旦
雨
は
上
が

っ
た
が
、
五
條
市
か
ら
ま
た
降
り
出
し
橋
本
、
河
内
長
野
と
降
り
っ
ぱ
な
し
だ

っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

06

：05

補
給
路
登
山
口
→06

：52

行
仙
宿11

：20

→12

：00

補
給
路
登
山
口

→12

：38

き
な
り
の
湯14

：00

→14

：51

小
仲
坊16

：15 

   

【
持
経
宿 

５
月
１
４
日
（
日
） 

雨
】 

 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子 

熊
野
修
験 

角
聖
史
、
東 

 

コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
持
経
宿
で
接
待
の
あ
と
前
鬼
に
移
動
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
作
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
以
後
は
春
峰
の
行
者
さ
ん
の
数
が
大
幅
に

減
り
３
年
間
前
鬼
に
向
か
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

 

コ
ロ
ナ
の
沈
静
化
に
伴
い
、
今
回
の
春
峰
で
は
２
０
名
近
い
行
者
さ
ん
の
参

加
が
あ
り
、
１
３
、
１
４
日
の
両
日
と
も
か
な
り
の
雨
量
が
あ
る
予
報
の
た
め

に
途
中
リ
タ
イ
ヤ
す
る
方
の
回
収
を
持
経
宿
で
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
雨
の
池
郷
林
道
で
あ
る
。
晴
れ
の
日
で
も
落
石
を
除
き
な
が
ら
の
走
行

に
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、
通
行
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

そ
ん
な
折
、
村
吉
さ
ん
が
３
日
ほ
ど
前
に
持
経
宿
に
向
き
「
な
ん
と
か
走
行
で

き
る
」
と
の
貴
重
な
情
報
を
頂
い
た
の
で
持
経
宿
行
き
を
決
め
た
。 

 

１
４
日
の
午
前
７
時
過
ぎ
新
宮
組
（
山
彦
５
名
）
と
前
日
行
仙
宿
泊
の
角
、

東
の
２
名
が
加
わ
り
、
沖
崎
、
湯
川
、
東
の
３
車
で
持
経
宿
に
向
か
う
。 

ゲ
ー
ト
ま
で
の
村
道
部
分
は
相
変
わ
ら
ず
尖
っ
た
落
石
が
多
数
で
ゆ
っ
く
り

と
進
ん
だ
。
２
５
分
程
度
で
ゲ
ー
ト
に
着
く
。
ゲ
ー
ト
か
ら
先
は
村
吉
さ
ん
が

落
石
除
去
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
以
外
に
も
落
石
は
少
な
く
、
予
定
し
て
い

た
よ
り
早
く
、
午
前
８
時
過
ぎ
に
持
経
宿
に
到
着
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

早
速
持
参
し
た
接
待
用
の
コ
ー
ラ
、
紅
茶
、
バ
ナ
ナ
、
お
菓
子
な
ど
を
女
性
陣

が
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
、
お
堂
の
清
掃
を
行
う
。
沖
崎
、
角
、
東
の
３
名
で
千
年

桧
ま
で
登
っ
て
、
祠
の
清
掃
を
行
う
。
時
間
的
に
春
峰
の
一
行
は
中
又
尾
根
分

岐
辺
り
ま
で
来
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
無
線
で
呼
び
か
け
る
が
応
答
は
無
い
。 



角
、
東
の
お
二
人
は
こ
こ
で
待
つ
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
沖
崎
一
人
で
小
屋

に
戻
っ
た
。
到
着
予
定
時
刻
の
午
前
９
時
に
な
っ
て
も
や
っ
て
こ
な
い
の
で
、

村
吉
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
て
い
た
雨
水
槽
の
詰
ま
り
解
消
を
行
う
。
落
葉
や
泥
を

取
り
除
き
内
側
も
磨
き
上
げ
て
き
れ
い
に
清
掃
し
た
。 

 
 

 

  

午
前
９
時
３
０
分
、
春
峰
の
一
行
が
持
経
宿
に
到
着
。
勤
行
の
後
暖
か
い
飲

み
物
を
振
舞
う
。
バ
ナ
ナ
も
人
気
が
あ
っ
た
が
、
雨
と
低
温
で
コ
ー
ラ
よ
り
も

暖
か
い
紅
茶
ば
か
り
だ
っ
た
。 

持
経
宿
に
到
着
し
た
行
者
さ
ん
は
１
４
名
、
こ
こ
で
３
名
（
内
一
名
が
女
性
）

が
リ
タ
イ
ヤ
、
東
さ
ん
の
車
に
３
名
が
乗
り
先
に
下
山
し
た
。 

行
者
さ
ん
を
見
送
っ
て
、
後
片
付
け
を
始
め
る
。
幟
や
玄
関
前
に
張
ら
れ
た
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
撤
去
、
小
屋
と
お
堂
内
を
清
掃
し
た
。 

雨
は
一
向
に
止
ま
ず
、
奥
駈
に
は
厳
し
い
お
天
気
で
あ
る
。
春
峰
の
一
行
の
無

事
前
鬼
着
を
祈
り
な
が
ら
見
送
っ
た
が
、
帰
り
の
林
道
で
沖
崎
車
が
パ
ン
ク
。

雨
の
中
の
タ
イ
ヤ
交
換
で
苦
労
し
た
。 

 

帰
宅
後
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
午
後
６
時
４
６
分
全
員
が
小
仲
坊
に

到
着
し
た
そ
う
だ
。
田
代
真
平
君
が
天
狗
山
ま
で
登
り
雨
衣
を
届
け
た
の
で
、

事
な
き
を
得
た
よ
う
だ
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 

  


